
 

 

 

 

副校長 山口佳子 

別れや出会いの季節であった春から、草木の若芽が

ぐんぐん育つ季節へと歩みを進める５月に入ります。 

私も、臨川小学校に着任し１か月が経ちました。この

間、何度か機会はございましたが、学校だよりにて改め

て、ご挨拶させていただきます。副校長として着任いた

しました山口佳子と申します。創立１４７年という歴史

の流れの一員となれたこと、そして温かな保護者・地域

の方々との出会いに感謝し、子供たちのために最善の教

育活動を展開できるよう努めて参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、人とのかかわりの中で大切にしたい「言葉」は、時に相手の心を刺し、またある時は心を癒すもの

でもあります。そのなかでも、子供たちにとって、保護者や地域にいらっしゃる先人(人生経験のある方)

からもらう称賛の言葉は、心に響き、大きな勇気をいただくものとなります。 

生活をしていると日々、いろいろなことが起こります。好きなことや、やりたいことばかりやっているわ

けにもいきません。時にはめげそうになるときもあります。これでいいのだろうかと、自問するときもあ

るかもしれません。そのようなときにかけられる先人からの言葉は、子供たちの心に計り知れない勇気を

与えるものとなるはずです。一歩を踏み出す勇気につながる…そんな「心を動かす、温かくて、時には厳

しい言葉、支える言葉」となる一言を、子供たちの先を歩く大人・先人として、保護者、地域の皆様とと

もに大切にしていけたらと思っています。 

 そして、子供たちを支える言葉となる鍵となる「良いところを伸ばし励ます言葉」「なぜうまくいかない

のかを一緒になって考え、寄り添う言葉」「いけないことはいけないと諭す言葉」などを、子供たち自身が

『自分は大切にされている・必要とされている』という肯定的な感情として受け止められるように発して

いきたいとも思うのです。 

 ５月 25 日(土)には、今年度の「運動会」があります。 教職員一丸となって、子供たちのもつ力を十分

引き出せるよう指導していきますので、ぜひご家庭や地域でも、子供たちに『支える言葉』をかけていた

だきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 
http://home.u00.itscom.net/rinsen 
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